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リーディング授業における「チェックリスト」の効果的活用
－学習者の読書方略習得と応用について－

The Effective Use of a Checklist on Silent-reading in EFL Reading Classroom:
Learners’ Acquisition and Practical Use of Reading Strategies

（2015年３月31日受理）
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概　　　　　要

　本研究は，著者が新たに作成した読解の一助となる「チェックリスト」を，リーディング授業に採用し，学習者の読

解にどのように機能し，また学習者が読書スピード（語数／分）を計測することにより読書スピードがどの程度向上す

るかを，仮説に基づいて検証するものである。研究対象者は，中国短期大学英語コミュニケーション学科の選択科目「リー

ディングＢ」を履修する１年生９名，全員女子である。学生は，リーディング教材を黙読する前に読解の注意チェック

リストで，黙読中に注意すべき事柄を認識し，黙読後にはその事柄に注意を払ったかどうかの確認をする。研究結果か

ら，学生は読書時，授業中また授業外でも，チェックリストに記載された確認項目に注意を払うようになってきたこと

が明らかになった。興味深いのは，実際の読書スピードは変化なし，もしくは若干遅くなったにもかかわらず，対象者

自身はかなり速くなったと感じていることである。これは，学習者の焦点が単にテクストを読むことから読解へと変化

してきたのではないかと考えられる。

１．は　じ　め　に

　筆者は2013年度より中国短期大学（以後，本学とする）

にて「リーディング」を担当することになった。「リーディ

ングＡ」を履修する本学英語コミュニケーション学科の

１年生対象の研究では，外国語教育のリーディングの授

業に協同学習を導入することで，学習者に情意的・認知

的効果をもたらし，英語での読書意欲の喚起につなが

ることが明らかになった(バーデン, 2014)１); (Sunami-

Burden, 2014)２)。

　2014年度においても，「リーディングＡ」の授業にて，

バーデン(2014）１)とSunami-Burden (2014）２)で使用した

アンケートを実施した。その簡易研究の結果，2013年度

と同様に，学習者に情意的・認知的効果をもたらした。

そこで，筆者は精読が主な授業目標である「リーディン

グＡ」とは異なる，速読の授業，つまりスキミングやス

キャニングを中心に指導する「リーディングＢ」におい

て，「リーディングＡ」にて英語読書の情意フィルター

を取り除かれた学習者が，明示的に読書方略を習得し，

その方略をどのように応用していくのかを本研究にて検

証する。

２．背 景 と 目 的

　今回「リーディングＢ」を対象とする研究を行うきっ

かけとなったのが，2013年度後期に「リーディングＢ」

を履修した学生数人との教室外での会話であった。その

中の一人が，「リーディングＡ」の授業は楽しく学習で

き有益に感じられたが，「リーディングＢ」ではやり方

が把握できず，よくわからないままで終わってしまった
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と告白した。他の学生は，オーラル・イングリッシュの

課題の一部である多読が好きではなく，グレード・レベ

ルが全然上がらないと嘆いた。また，ある学生は，１年

生で「リーディングＢ」を受講した後，２年生になって

オーラル・イングリッシュで多読を継続していても，英

検やTOEICのリーディング・セクションが苦手なままで，

英検2級がなかなか合格しないし，TOEICスコアが伸び悩

んでいることを打ち明けた。

　上記の学生の落胆・嘆きを聞き，筆者は2013年度の

「リーディングＢ」の授業の自らの教授法に対する猛省

をした。その反省から，学生に読書方略を明示的に指導

していく必要があるのではないかということにたどり着

いた。そこで，オーラル・イングリッシュの課題の『多

読』において，学生がどのように取り組んでいるのかを

把握する必要があった。

　2014年度の「リーディングＢ」開講時に，本学英語

コミュニケーション学科が2000年から導入している多

読（Lemmer, 2012）３)の状況を把握するために，Sunami-

Burden（2015)４)の「リーディングB授業前アンケート」

調査を行った。このアンケートでは，学習者が入学後か

ら半期にわたって多読にどのように取り組んでいるか，

またどのように感じているかを問うた。調査の詳細およ

び結果はSunami-Burden（2015)４)に掲載するが，アンケー

ト調査に参加した学生の中には，多読の方法を理解して

おらず，また多読が好きではない学生が半数以上いるこ

と等がわかった。かつては，学生の読解力や試験のスコ

ア向上が実証されつつ，学生による授業評価アンケート

にも好意的なコメントが見られた（Lemmer, 2006)５)多

読であるが，多読を始めて間がない時期とはいえ，本学

コミュニケーション学科の学生の認識に大きな変化が生

じたようである。

　

３．仮　　　　　説

　本研究は，「リーディングＢ」の授業においてリーディ

ングを行う前後に，学習者の読書を助けるべく著者自ら

作成した読書方略のアドバイスを挙げた「チェックリス

ト」（付録１）を活用することによって，学習者がリーディ

ングや多読に取り組む姿勢がどのように変化したかを検

証する。その検証をする上で，以下の２つの仮説を設け

る。

１）チェックリストの使用は，学習者の読書方略活用

の習慣化を促し，学習者はその方略を資格試験の

リーディング問題や多読に応用し，リーディング

を容易にする。

２）学習者は，読書時間の計測により読書時間を意識

するようになり，黙読スピードが向上する。

４．研　　　　　究

４．１．対象者

　本研究の対象者は，本学英語コミュニケーション学科

の「リーディングＢ」を履修の１年生９名，全員女子で

ある。本科目は選択科目である。週２回開講で2014年９

月25日から１月末の講義終了まで全30回の講義となる。

　授業で使用するリーディング教材は，「リーディング

Ｂ」の教科書であるオックスフォード大学出版のSelect 

Readings Second Edition Pre-Intermediate (Lee & 

Gundersen, 2011)６)の各章で出てくる読み物と，補足

として同出版のCover to Cover 1 (Day & Yamanaka, 

2007)７)の読み物も使用した。使用したリーディング教

材のワード数は，350語～620語である。

　チェックリストの項目には，上記の教科書(Lee & 

Gundersen, 2011)６)の各章にて提示しているReading 

Skillsや，著者が他大学の読解の授業で使用している教

科書(Zimmerman, 2004)８)の英文読解アドバイスを列挙

した。

４．２．研究手順

　各授業でのチェックリストの使用は，以下の手順で

行った。

１）学生は，毎授業でリーディング教材を黙読する前

に，配布されたチェックリストに目を通す。この

チェックリストには黙読中に注意を払うことが記

載されているので，学生がこれから行うことを前

もって認識できる。

２）学生各自が，所有するスマートホンのストップ

ウォッチ機能を使用して，黙読に要した時間を測

定する。チェックリストにある読書スピード測定

計算式にて，１分間の文字数を割り出す。
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３）チェックリストの各項目を黙読中に実行したかど

うかのチェックを入れる。

　リーディング教材は全部で19あり，チェックリスト総

数も19枚になる。その全チェックリストを教師は回収せ

ず，学生に保管させた。最後のリーディング教材を読み

終えた日に，新たに「読書スピード確認表」を用意し，

全チェックリストの文字数・時間（秒）・読書スピード

を記入させた（付録２）。この表により，学生は自身の

黙読スピードの変化を捉えることが可能になる。

　授業最終日に「リーディングB授業後アンケート」（付

録３）を実施した。これは，前述のSunami-Burden(2015)４)

の「リーディングＢ授業前アンケート」に似た形式で，

その比較になるような10項目の設問とコメント記入欄か

ら構成されている。授業前のアンケートにあった自由回

答形式の設問は省いた。

５．結 果 と 考 察

５．１．「読書スピード確認表」の結果

　毎回の付録１のチェックリストを学生自身に保管させ

ていたが，付録２の「読書スピード確認表」記入時に

チェックリストの何枚かを紛失している学生がいたり，

大部分を紛失している学生がいたりしたことが判明し

た。チェックリストは学生自らで管理するよう初日に綴

じる道具を著者が提供していた上，毎回のように紛失し

ないように注意していたにもにもかかわらずこの結果で

ある。高瀬（2010)９)が，「最近の学生は信じられないほ

ど物を紛失する。読書記録用紙を作って配布すれば必ず

クラスの数人が紛失する」（p.165）と指摘しているが，

本研究の対象者も例外ではなかった。これには著者は正

直言ってかなり落胆したが，大まかな読書スピード変化

の推移は見てとれた。

　図１のグラフは，対象者９名（学生Ａ～学生Ｉ）のう

ち８名（学生Ａ～Ｈ）のスピード変化の推移を表す。学

生Ｉは，半分以上のチェックリストを紛失しており，図

式化不可能であった。

　第１回目は，読書スピードが77語～204語/分と学生間

で大幅な差が見られた。第９回目までの前半では，学生

間のバラつきがかなり大きかったが，第10回目からの後

半では差が少なくなり，最終の第19回目では89語～135

語/分であった。

　酒井・神田（2005)10)によると，１分間100語～150語

であれば適切であるとしているが，学生Ｃの第１回204

表１：読書スピード測定値（語／分）

回数＋総単語数

学
生
Ａ

学
生
Ｂ

学
生
Ｃ

学
生
Ｄ

学
生
Ｅ

学
生
Ｆ

学
生
Ｇ

学
生
Ｈ

学
生
Ｉ

第１回 449語 165 114 204 162 158 134 156 77

第２回 368語 192 118 137 157 214 96 119 81

第３回 588語 271 115 161 140 77 113 170

第４回 394語 166 95 112 204 120 112

第５回 443語 222 89 116 134 119

第６回 585語 161 113 124 165 215 116 154 121

第７回 419語 184 120 142 155 120 111 139 96

第８回 451語 161 128 131 126 163 100 128 85

第９回 592語 148 104 163 131 134 119 95 133

第10回 404語 166 121 142 123 176 108 124 120 113

第11回 613語 155 133 118 110 129 112 128 120 134

第12回 538語 174 110 105 109 119 132 87 105

第13回 413語 145 104 134 105 126 120 116 102

第14回 476語 125 102 118 109 108 125 89 88

第15回 496語 165 124 113 124 92 147 109

第16回 394語 156 76 131 110 126 108 110 109

第17回 577語 157 106 119 82 112 137 112

第18回 616語 154 123 125 126 102 121 116

第19回 383語 130 135 103 103 102 89 102
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図１：読書スピード推移
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語/分，学生Ａの第３回271語/分と第５回222語/分，学

生Ｄの第４回204語/分，学生Ｅの第２回214語/分と第６

回215語/分，いずれもかなり速い。これは，「飛ばし読み」

をし過ぎている，もしくは字面だけを見ている可能性が

考えられる。しかしながら，学生Ｃの変化の推移を見る

と，この傾向が改善され最終的には適切な速度になった

ようだ。学生Ｃのコメントは，「全体的にスピードは速

くなった。」と書いてあったが，実際は当初の速すぎる

スピードから比べると遅くなったにもかかわらず，本人

の体感としては速くなったと感じられたようだ。学生Ａ

も，後半からは150語/分前後にスピードが安定してきた。

学生Ａは，「その日の気持ちの持ち方で大きく変わるこ

とがわかった」とコメントしている。

　一方，学生Ｈは第１回目が77語/分で，途中６回100語

/分未満，最終第19回目でも89語/分と変化はほぼなかっ

た。他の学生と比較しても遅めである。考えられる要因

としては，頭の中で日本語に訳読しているのではないだ

ろうか。全体的に学生Ｈの読書スピードに変化はなかっ

たにもかかわらず，コメントに「少しずつ早くなったよ

うに感じた」と述べている。

　学生Ｅは，77語/分～215語/分とかなりバラつきが多

い。その日の体調や気分によるのかもしれないが，学生

Ｃ，Ｆ，Ｇ，Ｉの「読み物の内容によってスピードにバ

ラつきがあった」というコメントから，学生の興味のあ

る内容だったらある程度のスピードで読むことができる

ということが明らかになった。

　学生Ｄのコメントが，非常に興味深く，意義深い。「最

初の方が意識して速く読むことができたが，最後の方は

意識してできるだけ速く内容をつかむことができた。」

と述べている。これは，当初は読書スピードを計測する

という行為が，学生の意識を『速く読む』ことに焦点を

当てることにつながり，学生達は意識的に速く読んだの

ではないだろうか。これを裏付ける証拠として，200語/

分を超えた学生がいたのは第9回までの前半であり，後

半には，200語/分を超えた学生は一人もいなかった。回

数を重ねる毎に，『読む』から『読解』へ変化してきた

のであろう。

チェックリストを使用してのリーディングについてのそ

の他のコメントは，以下に示す。

・毎回どれくらい集中して読めているか確認できるか

ら，チェックリストは役に立った。（学生Ｂ）

・英文を読む際，チェックリストに書いてあることに

気を付けて読むようになったと思う。（学生Ｆ）

・チェックリストにある事柄をこれから英文を読むと

きに心がけようと思う。（学生Ｈ）

・今後自分で本を読むときも，時間を計って文字数と

比べて，自分のリーディング力を確かめてみたいと

思う。（学生Ｉ）

　

５．２．「リーディングＢ授業後アンケート」の結果

　チェックリストが学習者のリーディングに与えた影

響，また多読への影響を調べるために実施した「リーディ

ングＢ授業後アンケート」の結果は以下の表２に提示す

る。

　Ｑ１の読書スピードの変化に対する質問では，９名全

員が速くなったと感じている。表１と図１のグラフから

は，実際はほとんど変化がなかった，もしくは逆に遅く

なっているのであるが，全員体感としては速くなったと

感じている。これは，前述にもあるように，内容がわかっ

てきたから速く感じるようになったのであろう。

　Ｑ２～Ｑ４の質問は，チェックリストの効果を問う質

問である。質問２では4.44，質問３では4.33と高い得点

となった。質問４では，3.66と他の２問と比較すると若

干低いが，‘２’と‘１’を選択した学生がいないため，

チェックリストが読解に効果的に作用したと言えるので

表２：リーディングＢ授業後アンケート調査の結果

（人）ｎ＝９

5 4 3 2 1 Ｍ

１．読書スピードの変化 2 7 0 0 0 4.22

２．チェックリストの有益性 4 5 0 0 0 4.44

３．リーディング問題への抵抗 3 6 0 0 0 4.33

４．チェックリスト項目の意識 0 6 3 0 0 3.66

５．多読での辞書の使用 1 6 1 0 1 3.66

６．多読での頭の中での訳読 1 1 4 2 1 2.88

７．多読でのフラストレーション 1 1 4 2 1 2.88

８．多読への慣れ 3 5 0 1 0 4.11

９．多読が好き 0 1 7 1 0 3.00

10．多読での読書時間の意識 1 4 1 0 3 3.00
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はないだろうか。

　Ｑ５～Ｑ９の質問は，Sunami-Burden (2015)４)の「リー

ディングＢ授業前アンケート」の結果との比較を目的と

して設けた，『多読』に関する質問である。

　Ｑ５の意味のわからない単語に遭遇した時の対処に関

する質問では，Sunami-Burden (2015)４)では2.66だった

が，今回は2.88と，僅かに上昇した。内容的には，‘２’

と‘１’を選択した学生が「前アンケート」では３名い

たが，今回は１名のみであった。

　Ｑ６の『多読』の際に頭の中で翻訳するかどうかの質

問では，「前アンケート」は3.00であったが，今回は2.88

と下がった。中学・高校の６年間で慣れ親しんだ一言一

句を訳読する伝統的な方法から脱却するのはなかなか時

間がかかりそうである。今回の研究対象者が２年生に

なって，同様のアンケート調査を行えば，彼女らも訳読

しないことに慣れてきて違う回答が得られるかもしれな

い。Ｑ７もＱ６と同じく，今回得点が下がった。

　Ｑ８は，『多読』に慣れてきたかどうかの質問である。

4.11と，３以下を選択した学生が１人もいなかったこと

から，『多読』を始めてから10カ月が経過し，かなり慣

れてきたことが推察できる。

　Ｑ９は，『多読』が好きかどうかの質問で「前アンケー

ト」でも全く同じ質問をしている。「前アンケート」で

は2.44だったが，今回は3.00と上昇した。前回は，半数

以上の５名が‘２’を選択していたが，今回は‘２’を

選択したのは，１名のみである。『多読』に対するアレ

ルギーがかなりなくなったと言ってもいいだろう。

　最後のＱ10は，『多読』の際に読むのにかかった時間

を意識するようになったかを問うた。平均点3.00で，３

名が‘１’を選択している。彼女らがオーラル・イング

リッシュの課題で提出するBook Reportには時間を計測

して記入するようにはなっていないので，その習慣が定

着していないようである。彼女たちは全員がスマートホ

ンを所有しており，時間を計測しようと思えばいつでも

計測できる環境にいるが，習慣化されていなければなか

なか難しいようである。

　アンケートの最後に設けていた自由回答欄にあったコ

メントを以下に提示する。このアンケートは，無記名で

行ったため，該当する学生は不明である。

・長文を読むことへの抵抗が減った。

・TOEICのリーディング・セクションへの抵抗がなく

なった。

・多読は苦手だったが，以前よりマシになった。

・とてもためになった。

５．３．仮説の検証結果

　上記のデータや学生のコメントを見る限り，仮説１は

実験結果によって支持されたと言えよう。

　仮説２に関しては，前述にあるように，『読む』こと

から『読解』に焦点が当たるようになったため，速度に

変化なし，または遅くなった。ゆえに，仮説２は実験結

果によって棄却された。しかしながら，読書スピードは

実際には遅くなっているにもかかわらず，学習者は体感

として速く感じており，理解度が進むと速く感じること

が明らかとなったことは意義深い。

６．まとめと今後の課題

　今回の研究では，英語読書に対する情意フィルターを

取り除かれた学習者が，チェックリストという明示的な

読書方略の指導で読書方略を習得し，その方略を多読等

のリーディングにどのように応用していくのかを探求し

た。同時に，読書スピードを毎回計測することによって

学習者のスピード変化を検証した。

　量的また質的検証結果から，授業中のリーディング

では，チェックリストが読解に効果的に作用したこと

がわかったが，本研究ではアンケート調査での学生の

フィーリングしか探求していないため，実際の場，つま

りTOEIC等の資格試験で効果が発揮されるかどうかは判

断できない。今後の学生の受験結果に反映されるかどう

か見守っていく必要がある。

　読書スピードの変化に関しては，仮説とは逆の結果が

導きだされたことは非常に意義深い。学習者は実際の読

書速度より，読解力が向上すれば体感として速く感じる

ということが明らかになった。速さを追求することよ

り，読解力を向上させることに焦点を当てることが，一

挙両得につながるのではないだろうか。学習者の読書ス

ピードを向上させるために，ただやみくもに読書量を増

やさせるのではなく，スキミングやスキャニングの読書

方略を明示的に指導していく必要がある。リーディング
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の授業として多読の有効性は様々な研究で述べられてい

るが，多読だけではなく読書方略を習得するための授業

も必要である。

　幸いにも本学の英語コミュニケーション学科の学生た

ちは，１年生でリーディング授業に精読の「リーディン

グＡ」，速読の「リーディングＢ」とあり，その上オーラル・

イングリッシュにて多読が取り入れられており，リー

ディング力を様々な側面で向上させることができるよう

になっている。しかしながら，本研究の対象者が２年生

に進級すると，リーディングの授業は全くなくなり，リー

ディングに接するのはオーラル・イングリッシュの課題

の多読のみになってしまうかもしれない。１年生時に習

得した読書方略を活用する場が一気に少なくなるが，多

読や資格試験にて活用してくれることを切に願う。

　昨今，大学の英語教育では，「聞く」「読む」「話す」「書く」

の４技能に分かれた授業を実施する大学が徐々に増え始

めている。リーディングの授業で，精読のみ，多読の

み，など１つに特化した授業が行われていることが多い

ようだ。確かにすべてを網羅するリーディング授業をプ

ラニングすることは難しいかもしれないが，本学のよう

にスピーキングに多読を盛り込むなど，当局と教師陣で

カリキュラムに組み入れることは可能である。Krashen 

(1993)11)が述べているように，「リーディングは教養を

高めるだけでなく，読解力・文書作成能力・語彙力・文

法力・スペルの向上のための強力な手段」(p.22)なのだ

から，その手段を活用しない手はない。

　本研究は対象者９名と少数であったため，本論の量的

結果を一般化することはできない。対象者多数の同様な

研究を強く望むものである。

　本研究では，授業最終日にオックスフォード大学出版

のTOEIC模擬テストTactics for TOEIC Listening and 

Reading Test Practice Test 1 (2007)12)を実施したが，

実験前に読解力や英語力を測定していなかったため，英

語運用能力の変化の比較は不可能であった。次研究では

前後で測定を行い，学習者の運用能力変化についても調

べたい。
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